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そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない 無回答

問１ 英語の勉強が好きだ。 20.0 20.0 40.0 20.0 0

問２ 英語の勉強は大切だ。 20.0 60.0 20.0 0.0 0

問３
ショートタイムの時間は英語の勉強に
役立っている。

0.0 20.0 40.0 40.0 0

問４ 英語の授業の内容が分かる。 40.0 60.0 0.0 0.0 0

問５
先生や友達に英語で質問することができ
る。

0.0 80.0 20.0 0.0 0.0

問６
先生や友達の英語の質問に英語で答えるこ
とができる。

0.0 40.0 60.0 0.0 0.0

問７ アルファベットの大文字が書ける。 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

問８ アルファベットの小文字が書ける。 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0

問９
教科書やピクチャーディクショナリ－の単語
や英文を書き写すことができる。

40.0 60.0 0.0 0.0 0.0

問１０ 教科書の単語や英文を読むことができる。 40.0 20.0 40.0 0.0 0.0
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②指導改善の具体策

①小学６年生　英語学習についてのアンケート（令和７年１月実施）

・「英語の勉強は大切だ。」と感じている児童の割合が高い（80％）。英文法も大切であるが、英会話の学
習を多く取り入れていくとよいのではないか。オンラインを活用するなどして、リアルな英会話に親しむ機会
を作っていってほしい。
・「教科書の単語や英文を読むことができる。」の肯定的評価が高くはない（60％）。言葉を英語に変換する
力が必要なのではないか？
・「先生や友達の英語の質問に英語で答えることができる。」の肯定的評価が低い（40％）。恥ずかしさをあ
まり感じることのない年代に英語を話すことを多く取り入れていってほしい。

③学校関係者評価

・児童が学んだ英語表現を活用できる場面を増やすための交流会を考えていく（オンラインを含む）。

・話す力の向上のために、自分の知っている英単語をつなぎ合わせながら伝え合う場面を多く設定する。

・推測しながら聞く力が向上するように、英語の絵本の読み聞かせの時間を設定し、話の内容を楽しむ機会を増やす。

（別紙２）


